
測定結果概要

１ 調査地点

２ 測定期間

令和２年９月１０日～１０月１０日（３１日間）

南風運用実施日
９月１０日、９月１１日、９月１７日、９月１８日、９月２８日
１０月２日、１０月４日（７日間）

３ 羽田空港Ｃ、Ａ滑走路着陸経路と調査地点の位置関係

青南いきいきプラザ
・Ｃ滑走路着陸経路のほぼ直下、羽田空港から約１４．１ｋｍに位置する。
（Ａ滑走路着陸経路からは約２．１ｋｍ）

やすらぎ会館
・Ｃ滑走路着陸経路の東側約０．８ｋｍ、羽田空港から約１３．８ｋｍに位置する。
（Ａ滑走路着陸経路からは約２．７ｋｍ）

西麻布いきいきプラザ
・Ｃ滑走路着陸経路の東側約０．３ｋｍ、羽田空港から約1３．３ｋｍに位置する。
（Ａ滑走路着陸経路からは約２．３ｋｍ）

高陵中学校
・Ｃ滑走路着陸経路のほぼ直下、羽田空港から約１３ｋｍに位置する。
（Ａ滑走路着陸経路からは約１．８ｋｍ）

白金小学校
・Ｃ滑走路着陸経路の西側約０．７ｋｍ、羽田空港から約１０．７ｋｍに位置する。
（Ａ滑走路着陸経路からは約１．３ｋｍ）

図3-1　Ｃ、Ａ滑走路着陸経路と港区の位置関係 図3-2　Ｃ、Ａ滑走路着陸経路と調査地点の位置関係

地点名
青南いきいきプラザ
やすらぎ会館
西麻布いきいきプラザ
高陵中学校
白金小学校

住所
東京都港区南青山４丁目１０－１
東京都港区南青山２丁目３４－１
東京都港区西麻布２丁目１３－３
東京都港区西麻布４丁目１４－８
東京都港区白金台１丁目４－２６

地理院地図を加工して作成 地理院地図を加工して作成
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４ 測定結果
（１） 航空機騒音評価値

条件①本測定期間（３１日間）を通じた平均値
条件②同期間中に南風運用が行われた７日間を通じた平均値
条件③同期間中に南風運用が行われなかった２４日間を通じた平均値

表4-1

※環境基準値

〈用語〉
時間帯補正等価騒音レベル（Ｌｄｅｎ）：

等価騒音レベル（ＬＡｅｑ） ：

各地点におけるＬｄｅｎの値は、南風運用が行われた７日間を通じた平均値で４６．
８ｄＢ～５２．３ｄＢとなり、環境基準値内（※）の値となった。

また、航空機ＬＡｅｑ，４ｈについては、同７日間を通じた平均値で、５２．３ｄＢ
～５５．４ｄＢとなった。

Ｌｄｅｎ［ｄＢ］ 航空機ＬＡｅｑ，４ｈ［ｄＢ］

ある時間内において、変動する騒音の騒音レベル
をエネルギー的な平均値として表した量

44.8
48.2
48.4
44.9

昼間、夕方、夜間の時間帯別に重みを付けて求め
た１日の等価騒音レベル

（『航空機騒音に係る環境基準について』（昭和48.12.27 環境庁告示第154号、改正 平成19年環告114）
より抜粋）

１ 環境基準は、地域の類型ごとに次表の基準値の欄に掲げるとおりとし、各類型をあてはめる地域は、都道
府県知事が指定する。

地域の類型

Ⅰ

Ⅱ

基準値

５７ｄＢ以下

６２ｄＢ以下

（注）Ⅰをあてはめる地域は専ら住居の用に供される
地域とし、Ⅱをあてはめる地域はⅠ以外の地域であ
つて通常の生活を保全する必要がある地域とする。

白金小学校

48.4
52.3
51.0
49.0
46.8

42.7

42.0

本測定において、各調査地点で観測した全ての航空機騒音を対象とし、以下条件で時
間帯補正等価騒音レベル（以下、「Ｌｄｅｎ」という。）及び南風運用時間帯（１５：
００～１９：００）の等価騒音レベル（以下、「航空機ＬＡｅｑ，４ｈ」という。）を
算出した結果を表４－１に示す。

調査地点

青南いきいきプラザ
やすらぎ会館
西麻布いきいきプラザ
高陵中学校

①通期
②南風
運用有

③南風
運用無

①通期
②南風
運用有

③南風
運用無

54.1
52.3
55.3
55.4
53.9

44.3
47.7
50.0
40.5
37.6

49.0
49.3
51.8
49.4
47.8

45.7
47.2
42.3
38.2
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（２） 地点別測定結果

①青南いきいきプラザ

ア 最大騒音レベル、騒音発生回数

表4-3

〈用語〉

イ 実測値の頻度分布
　実測値別の頻度分布を図４－１及び図４－２に示す。

図4-1 図4-2

69 68 1
61.3 61.3 36 35 1

151 151 0
256 254 269.0

実測値［ｄＢ］
全体 Ｃ滑走路着陸機 Ａ滑走路着陸機

最大値 平均値 最大値 平均値 最大値 平均値
全体

南風運用時の羽田空港Ｃ、Ａ滑走路着陸機を対象とした地点毎の測定結果を以下に示
す。

本測定期間中に観測した最大騒音レベルの最大値、平均値ならびに騒音発生回数を
表４－３に示す。（以下、最大騒音レベルを「実測値」、最大騒音レベルの平均値を
「実測平均値」という。）

中型機 73.0 69.5 73.0 69.5 58.1 58.1
- -

全体
70.6 68.0 70.6 68.0

騒音発生回数［回］

Ｃ滑走路
着陸機

Ａ滑走路
着陸機

大型機 75.6 71.2 75.6 71.3

小型機
75.6 75.6 69.0 61.3 60.0

　青南いきいきプラザで観測した実測値は、大型機では６９ｄＢ～７１ｄＢが最も多
く、大型機全体で５０％（１８／３６件）であった。中型機では６８ｄＢ～７０ｄＢ
が最も多く、中型機全体で７５％（５２／６９件）であり、小型機では６７ｄＢ～６
９ｄＢが最も多く、小型機全体で８１％（１２２／１５１件）であった。

実測値の最大値は、Ｃ滑走路へ着陸した大型機（Ｂ７７２）で７５．６ｄＢであ
り、全体の実測平均値は６９．０ｄＢであった。

騒音発生回数は全体で２５６件観測された。２５６件中２５４件がＣ滑走路着陸機
による騒音であり、Ａ滑走路着陸機では大型機、中型機で各１件ずつ観測された。

最大騒音レベル（ＬＡ，ｍａｘ）： 騒音の発生ごとに観測される騒音レベルの最大値

0

10

20

30

40

50

60

70

55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80

[回数]

[dB]

青南いきいきプラザ（Ｃ、Ａ滑走路着陸機）

小型 中型 大型

騒音発生

回数：256

0

10

20

30

40

50

60

70

55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80

[回数]

[dB]

青南いきいきプラザ（Ｃ滑走路着陸機）

小型 中型 大型

騒音発生

回数：254
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ウ 機体別実測平均値、騒音発生回数

※Ｃ滑走路着陸機のみで集計

表4-4

エ 実測値と飛行高度

※Ｃ滑走路着陸機のみで集計
※高度は補正なしの気圧高度

図4-3

　機体毎に集計した実測平均値ならびに騒音発生回数を表４－４にレベル順で示す。

中型機

68.2

小型機

Ｂ７３８

18

3
小型機 68.2 18
小型機 67.8

Ａ２０Ｎ
Ａ３２１

大型機
大型機

大型機

19
13

実測平均値
［ｄＢ］

騒音発生
回数［回］

68.8 6

大きさ
実測平均値
［ｄＢ］

68.9 19

騒音発生
回数［回］

72.2

69.4 13

70.2 10
69.7 39

機体

Ｂ７７２
Ｂ７７３
Ｂ７７Ｌ
Ｂ７８９
Ｂ７６３
Ａ３５９
Ｂ７８８

全体の平均飛行高度は２，４８２ｆｔ（７５７ｍ）であった。また、最も多かった
飛行高度は２，５０１ｆｔ（７６２ｍ）～２，６００ｆｔ（７９２ｍ）で全体の５
９％（１４９／２５４件）であった。

　飛行高度に対する騒音分布を図４－３に示す。

最も実測平均値が大きかった機体は、大型機に分類されるＢ７７２で、７２．２ｄ
Ｂであり、最も小さかった機体は、小型機に分類されるＢ７３８で、６７．８ｄＢで
あった。

大きさ

67.8

大型機

小型機 93

71.7 2
70.4 1

小型機 68.3
小型機

機体

Ｂ７３７
Ａ２１Ｎ
Ａ３２０

中型機
中型機

1500

2000

2500

3000

64 66 68 70 72 74 76

[ft(m)]

[dB]

青南いきいきプラザ（高度に対する騒音分布）

小型 中型 大型

（762）

（610）

（457）

（914）
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②やすらぎ会館

ア 実測値、騒音発生回数

表4-5

イ 実測値の頻度分布
　実測値別の頻度分布を図４－４に示す。

図4-4

本測定期間中に観測した実測値の最大値、実測平均値ならびに騒音発生回数を表４
－５に示す。

実測値の最大値は、Ｃ滑走路へ着陸した大型機（Ｂ７７２）で７２．５ｄＢであ
り、全体の実測平均値は６７．５ｄＢであった。

騒音発生回数は全体で１４４件観測された。全件Ｃ滑走路着陸機による騒音であ
り、Ａ滑走路着陸機の騒音は観測されなかった。

77 77

0

やすらぎ会館で観測した実測値は、大型機では６８ｄＢ～７０ｄＢが最も多く、大
型機全体で８１％（１７／２１件）であった。中型機では６７ｄＢ～６９ｄＢが最も
多く、中型機全体で６５％（３０／４６件）であり、小型機では６５ｄＢ～６７ｄＢ
が最も多く、小型機全体で６５％（５０／７７件）であった。

大型機 72.5 69.1 72.5 69.1 - - 21
- - 46 46 0

21
最大値 平均値 最大値 平均値

68.2 71.5 68.2

実測値［ｄＢ］ 騒音発生回数［回］
全体

0
全体 72.5 67.5 72.5 67.5 - - 144

中型機 71.5

144 0
小型機 70.8 66.5 70.8 66.5 - -

最大値

Ｃ滑走路着陸機 Ａ滑走路着陸機
全体

Ｃ滑走路
着陸機

Ａ滑走路
着陸機平均値

0

5

10

15

20

25

30

35

55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80

[回数]

[dB]

やすらぎ会館（Ｃ滑走路着陸機）

小型 中型 大型

騒音発生

回数：144
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ウ 機体別実測平均値、騒音発生回数

※Ｃ滑走路着陸機のみで集計

表4-6

エ 実測値と飛行高度

※Ｃ滑走路着陸機のみで集計
※高度は補正なしの気圧高度

図4-5

　機体毎に集計した実測平均値ならびに騒音発生回数を表４－６にレベル順で示す。

　飛行高度に対する騒音分布を図４－５に示す。

全体の平均飛行高度は２，３８０ｆｔ（７２６ｍ）であった。また、最も多かった
飛行高度は２，４０１ｆｔ（７３２ｍ）～２，５００ｆｔ（７６２ｍ）で全体の４
２％（６０／１４４件）であった。

最も実測平均値が大きかった機体は、大型機に分類されるＢ７７２で、６９．６ｄ
Ｂであり、最も小さかった機体は、小型機に分類されるＢ７３８で、６６．０ｄＢで
あった。

67.2小型機

4966.0小型機
866.3小型機中型機
166.9小型機
11

68.2 24
大型機

中型機 67.8 13
小型機 67.3 53

Ｂ７７２
Ａ２１Ｎ

68.2 1

中型機 68.7 9
大型機 68.4 9

大型機 69.6 11
小型機 69.0

大きさ
実測
平均値

騒音発生
回数

大きさ
実測
平均値

騒音発生
回数

機体

Ｂ７８９
Ａ３５９
Ｂ７６３
Ｂ７７Ｌ

機体

Ｂ７８８
Ｂ７３７
Ａ３２０
Ａ３２１
Ａ２０Ｎ
Ｂ７３８

1500

2000

2500

3000

62 64 66 68 70 72 74

[ft(m)]

[dB]

やすらぎ会館（高度に対する騒音分布）

小型 中型 大型

（762）

（610）

（457）

（914）
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③西麻布いきいきプラザ

ア 実測値、騒音発生回数

表4-7

イ 実測値の頻度分布
　実測値別の頻度分布を図４－６に示す。

図4-6

実測値の最大値は、Ｃ滑走路へ着陸した大型機（Ｂ７７２）で７５．４ｄＢであ
り、全体の実測平均値は７０．２ｄＢであった。

騒音発生回数は全体で２６１件観測された。全件Ｃ滑走路着陸機による騒音であ
り、Ａ滑走路着陸機の騒音は観測されなかった。

西麻布いきいきプラザで観測した実測値は、大型機では７０ｄＢが最も多く、大型
機全体で２６％（９／３４件）であった。中型機では７０ｄＢ～７２ｄＢが最も多
く、中型機全体で７３％（４８／６６件）であり、小型機では６８ｄＢ～７０ｄＢが
最も多く、小型機全体で７８％（１２６／１６１件）であった。

0
全体 75.4 70.2 75.4 70.2 - - 261 261 0
小型機 74.6 69.1 74.6 69.1 - - 161 161

0
中型機 75.3 70.8 75.3 70.8 - - 66 66 0
大型機 75.4 72.5 75.4 72.5 - - 34 34

実測値［ｄＢ］ 騒音発生回数［回］
全体 Ｃ滑走路着陸機 Ａ滑走路着陸機

全体
Ｃ滑走路
着陸機

Ａ滑走路
着陸機最大値 平均値 最大値 平均値 最大値 平均値

本測定期間中に観測した実測値の最大値、実測平均値ならびに騒音発生回数を表４
－７に示す。

0

10

20

30

40

50

60

70

55 56 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80

[回数]

[dB]

西麻布いきいきプラザ（Ｃ滑走路着陸機）

小型 中型 大型

騒音発生

回数：261
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ウ 機体別実測平均値、騒音発生回数

※Ｃ滑走路着陸機のみで集計

表4-8

エ 実測値と飛行高度

※Ｃ滑走路着陸機のみで集計
※高度は補正なしの気圧高度

図4-7

最も実測平均値が大きかった機体は、大型機に分類されるＢ７７２で、７３．３ｄ
Ｂであり、最も小さかった機体は、小型機に分類されるＢ７３８で、６９．０ｄＢで
あった。
※上表では最小となる機体は別機体となっているが、騒音発生回数が１０回以下の機
体については比較対象から除外した。

中型機 70.3 18 小型機 68.7 3

中型機

　飛行高度に対する騒音分布を図４－７に示す。

全体の平均飛行高度は２，３１０ｆｔ（７０４ｍ）であった。また、最も多かった
飛行高度は２，３０１ｆｔ（７０１ｍ）～２，４００ｆｔ（７３２ｍ）で全体の５
０％（１３１／２６１件）であった。

　機体毎に集計した実測平均値ならびに騒音発生回数を表４－８にレベル順で示す。

騒音発生
回数

大きさ
実測
平均値

騒音発生
回数

71.0 38 小型機 69.0 17
中型機 71.0 10 小型機 69.0 100

小型機 69.6 16
大型機 71.0 13 小型機 69.2 19
大型機 72.0 1

機体 機体

Ｂ７７２ ＤＨ８Ｃ
Ｂ７７３ Ｂ７３７
Ｂ７７Ｌ Ａ２１Ｎ
Ａ３５９ Ａ３２０
Ｂ７６３ Ａ２０Ｎ
Ｂ７８９ Ｂ７３８
Ｂ７８８ Ａ３２１

大きさ
実測
平均値

大型機 73.3 18 小型機 70.2 1
大型機 72.4 2 小型機 70.1 5

1500

2000

2500

3000

64 66 68 70 72 74 76

[ft(m)]

[dB]

西麻布いきいきプラザ（高度に対する騒音分布）

小型 中型 大型

（762）

（610）

（457）

（914）
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④高陵中学校

ア 実測値、騒音発生回数

表4-9

イ 実測値の頻度分布
　実測値別の頻度分布を図４－８及び図４－９に示す。

図4-8 図4-9

39 34

2
全体 80.4 70.1 80.4 70.3 63.1 60.5 296 286 10
小型機 75.1 69.1 75.1 69.1 58.3 58.0 186 184

実測値の最大値は、Ｃ滑走路へ着陸した大型機（Ｂ７７２）で８０．４ｄＢであ
り、全体の実測平均値は７０．１ｄＢであった。

騒音発生回数は全体で２９６件観測された。２９６件中２８６件がＣ滑走路着陸機
による騒音であり、Ａ滑走路着陸機は１０件観測された。

高陵中学校で観測した実測値は、大型機では７２ｄＢ～７４ｄＢが最も多く、大型
機全体で４９％（１９／３９件）であった。中型機では７０ｄＢ～７２ｄＢが最も多
く、中型機全体で７０％（５０／７１件）であり、小型機では６８ｄＢ～７０ｄＢが
最も多く、小型機全体で７４％（１３７／１８６件）であった。

Ｃ滑走路着陸機 Ａ滑走路着陸機
全体

Ｃ滑走路
着陸機

Ａ滑走路
着陸機最大値 平均値 最大値 平均値 最大値 平均値

本測定期間中に観測した実測値の最大値、実測平均値ならびに騒音発生回数を表４
－９に示す。

5
中型機 74.2 70.8 74.2 70.9 63.1 61.5 71 68 3
大型機 80.4 72.5 80.4 73.0 61.5 60.6

実測値［ｄＢ］ 騒音発生回数［回］
全体

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80

[回数]

[dB]

高陵中学校（Ｃ滑走路着陸機）

小型 中型 大型

騒音発生

回数：286

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80

[回数]

[dB]

高陵中学校（Ｃ、Ａ滑走路着陸機）

小型 中型 大型

騒音発生

回数：296
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ウ 機体別実測平均値、騒音発生回数

※Ｃ滑走路着陸機のみで集計

表4-10

エ 実測値と飛行高度

※Ｃ滑走路着陸機のみで集計
※高度は補正なしの気圧高度

図4-10

中型機 70.3 19 Ｃ２５Ａ 小型機 60.8 1

ＤＨ８Ｃ

中型機 71.2 39 小型機 69.0 20
中型機 71.0 10 小型機 65.4 1

小型機 58.7 1

大型機 70.6 12 小型機 63.2 1
Ｂ７８８

機体

大型機 73.8 2 小型機 69.3 3
大型機 73.4 1 小型機 69.0 114

大型機 74.0 19 小型機 69.4 19

大きさ
実測
平均値

騒音発生
回数

大きさ
実測
平均値

騒音発生
回数

機体毎に集計した実測平均値ならびに騒音発生回数を表４－１０にレベル順で示
す。

機体

小型機 75.1 1 小型機 69.7 17

　飛行高度に対する騒音分布を図４－１０に示す。

69.8 6 ＧＬＦ５

最も実測平均値が大きかった機体は、大型機に分類されるＢ７７２で、７４．０ｄ
Ｂであり、最も小さかった機体は、小型機に分類されるＡ３２０で、６９．０ｄＢで
あった。
※上表では最大及び最小となる機体は別機体となっているが、騒音発生回数が１０回
以下の機体については比較対象から除外した。

Ａ２１Ｎ
Ｂ７７２ Ａ２０Ｎ
Ｂ７７３ Ａ３２１
Ｂ７７Ｌ Ｂ７３８
Ｂ７６３ Ａ３２０
Ｂ７８９ ＧＬＥＸ
Ａ３５９ Ｃ６８０

Ｂ７３７ 小型機

全体の平均飛行高度は２，２５９ｆｔ（６８８ｍ）であった。また、最も多かった
飛行高度は２，２５１ｆｔ（６８６ｍ）～２，３５０ｆｔ（７１６ｍ）で全体の５
４％（１５４／２８６件）であった。

1500

2000

2500

3000

3500

58 62 66 70 74 78 82

[ft(m)]

[dB]

高陵中学校（高度に対する騒音分布）

小型 中型 大型

（1067）

（914）

（610）

（457）

（762）
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⑤白金小学校

ア 実測値、騒音発生回数

表4-11

イ 実測値の頻度分布
　実測値別の頻度分布を図４－１１及び図４－１２に示す。

図4-11 図4-12

73.4 69.6 67.8 64.7 48 33

8
全体 73.4 67.5 73.4 67.7 67.8 64.1 298 265 33
小型機 70.8 66.9 70.8 67.0 65.4 63.1 175 167

全体
Ｃ滑走路
着陸機

Ａ滑走路
着陸機最大値 平均値 最大値 平均値 最大値 平均値

全体 Ｃ滑走路着陸機 Ａ滑走路着陸機

実測値［ｄＢ］ 騒音発生回数［回］

本測定期間中に観測した実測値の最大値、実測平均値ならびに騒音発生回数を表４
－１１に示す。

実測値の最大値は、Ｃ滑走路へ着陸した大型機（Ｂ７７２）で７３．４ｄＢであ
り、全体の実測平均値は６７．５ｄＢであった。

騒音発生回数は全体で２９８件観測された。２９８件中２６５件がＣ滑走路着陸機
による騒音であり、Ａ滑走路着陸機は３３件観測された。

白金小学校で観測した実測値は、大型機では６９ｄＢ～７１ｄＢが最も多く、大型
機全体で３８％（１８／４８件）であった。中型機では６７ｄＢ～６９ｄＢが最も多
く、中型機全体で７２％（５４／７５件）であり、小型機では６５ｄＢ～６７ｄＢが
最も多く、小型機全体で６５％（１１４／１７５件）であった。

15
中型機 71.6 67.9 71.6 68.3 66.1 63.9 75 65 10
大型機 73.4 68.6

0

10

20

30

40

50

60

70

55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80

[回数]

[dB]

白金小学校（Ｃ、Ａ滑走路着陸機）

小型 中型 大型

騒音発生

回数：298

0

10

20

30

40

50

60

55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80

[回数]

[dB]

白金小学校（Ｃ滑走路着陸機）

小型 中型 大型

騒音発生

回数：265
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ウ 機体別実測平均値、騒音発生回数

※Ｃ滑走路着陸機のみで集計

表4-12

エ 実測値と飛行高度

※Ｃ滑走路着陸機のみで集計
※高度は補正なしの気圧高度

図4-13

Ｂ７３７ Ｃ６８０
Ａ３５９

小型機 68.4 3 小型機 65.8 18
中型機 68.1 19 小型機 65.5 1
小型機 68.0 6 小型機 64.1 1

67.7 12

大きさ
実測
平均値

騒音発生
回数

大きさ
実測
平均値

騒音発生
回数

機体 機体

Ｂ７７２ Ｂ７８９
Ｂ７７３ Ａ２１Ｎ
Ｂ７７Ｌ Ｂ７３８
Ｂ７６３ Ａ３２０
Ａ３２１ Ａ２０Ｎ
Ｂ７８８ ＤＨ８Ｃ

機体毎に集計した実測平均値ならびに騒音発生回数を表４－１２にレベル順で示
す。

大型機 70.5 18 中型機 67.5 8
大型機 70.1 2 小型機 67.2 13

大型機

大型機 69.9

最も実測平均値が大きかった機体は、大型機に分類されるＢ７７２で、７０．５ｄ
Ｂであり、最も小さかった機体は、小型機に分類されるＡ２０Ｎで、６５．８ｄＢで
あった。
※上表では最小となる機体は別機体となっているが、騒音発生回数が１０回以下の機
体については比較対象から除外した。

1 小型機 67.1 107
中型機 68.5 38 小型機 66.7 18

　飛行高度に対する騒音分布を図４－１３に示す。

全体の平均飛行高度は１，７７８ｆｔ（５４２ｍ）であった。また、最も多かった
飛行高度は１，８０１ｆｔ（５４９ｍ）～１，９００ｆｔ（５７９ｍ）で全体の５
４％（１４４／２６５件）であった。

1000

1500

2000

62 64 66 68 70 72 74

[ft(m)]

[dB]

白金小学校（高度に対する騒音分布）

小型 中型 大型

（305）

（610）

（457）
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５ 国土交通省公表値との比較分析

条件①

条件②

条件③

条件④

表5-1

※着陸時且つ経路直下の値

（１） 実測平均値と推計平均値の比較

表5-2

※高度は、Ｃ滑走路に着陸した６機体の平均

2,480（756）
青南いきいきプラザ

2,380（725）
やすらぎ会館

2,308（704）
西麻布いきいきプラザ

2,254（687）
高陵中学校

2,500
（760）

2,000
（610）

調査地点
高度［ｆｔ（ｍ）］

白金小学校
1,777（542）

67.1 66.7 68.5 68.1

69

66

Ｂ７７２

73

71

72.2

73.3

74.0

72.4

73.8

Ｂ７３８ Ａ３２０ Ｂ７６３ Ｂ７８８ Ｂ７７２ Ｂ７７３

68.2

67.2

69.0

本測定における実測値及び実測平均値と国土交通省が公表している最大騒音レベルの
推計平均値（以下、「推計平均値」という。）との比較分析結果を以下に示す。

ただし、本結果は、比較対象と地点の環境、飛行高度、ならびに飛行経路からの距離
等が異なるため、参考値となる。
　なお、比較分析は以下条件で行った。

Ｂ７３８

68

65

大型機中型機
推計平均値［ｄＢ］　 高度

 ［ｆｔ
 （ｍ）］

小型機
Ａ３２０

71

69

Ｂ７６３

71

68

Ｂ７８８

70.5 70.1

69.6 -

71.7

実測平均値［ｄＢ］

推計平均値は、表５－１の値とする。（国土交通省発行『実機飛行確認にお
ける航空機騒音の測定結果について』を参照）
対象機体は、国土交通省公表上記資料より、６機体（Ｂ７３８、Ａ３２０、
Ｂ７６３、Ｂ７８８、Ｂ７７２、Ｂ７７３）とする。
白金小学校は高度２，０００ｆｔの推計平均値、それ以外の地点は２，５０
０ｆｔの推計平均値を比較対象とする。
推計平均値が着陸経路直下となるため、各地点ともに、着陸経路が近いＣ滑
走路着陸機を対象とする。

白金小学校を除く各地点において、多くの機体で推計平均値超えが確認され、西麻
布いきいきプラザでは６機体全てが、高陵中学校では５機体が推計平均値を超えてい
た。

白金小学校においては、着陸経路から離れていることもあり、全ての機体で推計平
均値を下回っていた。

Ｂ７７３

74

72

　各地点において、南風運用が行われた７日間の機体別実測平均値を表５－２に示す。
※実測平均値が推計平均値を超えた値を着色

小型機 中型機 大型機

67.8

66.0

69.0

69.0

69.2

69.7

68.2

71.0

71.2

68.9

67.8

70.3

70.3
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（２） 測定日別の実測平均値と推計平均値の比較

表5-3 【青南いきいきプラザ】

【やすらぎ会館】

【西麻布いきいきプラザ】

【高陵中学校】

68.1 -
9月18日 67.6 68.3 68.8 68.7 69.9

測定日
（南風運用）

実測平均値［ｄＢ］

9月17日 65.4 66.0 69.2 67.4

測定日
（南風運用）

実測平均値［ｄＢ］
小型機 中型機 大型機

Ｂ７３８ Ａ３２０

小型機 中型機 大型機
Ｂ７３８ Ａ３２０ Ｂ７６３ Ｂ７８８ Ｂ７７２ Ｂ７７３

9月10日 69.1 69.4

推計平均値超
／測定日数

5／6 1／6 ４／6

73.0 -

69.9 73.0 -
9月11日 69.5 69.8 70.9 70.0 72.6 -
9月17日 68.4 68.2
9月18日 69.7 69.8 70.9 70.2
9月28日 69.5

69.5
69.6

68.1

1／7 7／7 7／7 5／7

72.7

　各地点において、南風運用を行った測定日毎の実測平均値を表５－３に示す。
※実測平均値が推計平均値を超えた値を着色

1／2

測定日
（南風運用）

9月10日
9月11日
9月17日
9月18日
9月28日
10月2日
10月4日

推計平均値超
／測定日数

小型機 中型機 大型機
実測平均値［ｄＢ］

Ｂ７３８
67.9
68.0
67.3
68.6
68.1
67.6
67.1

7／7

69.8

69.7
69.3
69.6
70.0

Ａ３２０ Ｂ７６３ Ｂ７８８ Ｂ７７２ Ｂ７７３
67.8
67.6
67.7

69.0
68.5
67.0

70.3

68.2 71.0

-
-
-
-
-

68.9
69.3
69.7
68.7
69.5
68.6

73.3

72.0
71.9
74.6
72.3 72.3

70.0

70.0 70.5 73.6 -

74.6 -
10月2日 68.2 69.6 71.3 72.2 73.9 72.5
10月4日 68.2 68.3 70.5 69.7 72.6 72.3

推計平均値超
／測定日数

7／7 4／7 7／7 7／7 7／7 2／2

69.0 71.4 70.0

Ｂ７６３ Ｂ７８８ Ｂ７７２ Ｂ７７３
9月10日 67.7 69.8 67.2 68.6 70.7 -
9月11日 - - - - - -

6／6 0／5 0／0

-
9月28日 66.4 65.2 68.3 69.0 - -
10月2日 65.7 67.1 67.0 68.3 69.0 -
10月4日 64.9 65.6 68.3 66.5 67.8 -

測定日
（南風運用）

実測平均値［ｄＢ］
小型機 中型機 大型機

Ｂ７３８ Ａ３２０ Ｂ７６３ Ｂ７８８ Ｂ７７２ Ｂ７７３
9月10日 68.7 69.8 70.8 69.8 73.0 -

69.7 73.1 73.9

9月11日 69.7 68.3 71.4 70.1 73.2 -
9月17日 68.7 69.1 70.3 71.2 71.8 -
9月18日 69.3 69.1 71.1 70.5 72.2 -

推計平均値超
／測定日数

7／7 5／7 7／7 7／7 7／7 2／2

9月28日 69.4 69.7 72.0 68.6 80.4 -
10月2日 68.9 69.2 71.8 70.7 74.1 73.6
10月4日 68.6 68.1 70.8
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【白金小学校】

（３） 実測値が推計平均値を超えた回数

表5-4

52% 179／195回 92%

全機体 201／213回 94% 25／202回 12% 623／908回 69%

全地点
推計平均値超

／騒音発生回数 割合

43／85回 51%
5／8回 63%

122／178回 69%
72／88回 82%

360／463回 78%
21／86回 24%

1／38回
19／19回 4／19回

114／114回 19／107回

各地点において、６機体全体の推計平均値を超えた回数を割合で表すと、高陵中学
校 ９４％、西麻布いきいきプラザ ９２％、青南いきいきプラザ ８５％、やすらぎ
会館 ５２％、白金小学校 １２％で高陵中学校が最も多く観測された。

６機体の中で実測値が推計平均値を超えた割合が最も高かった機体は、中型機に分
類されるＢ７８８で、８２％であった。

14／18回
 2／2回
38／38回
18／18回

100／100回
7／19回

機体

Ｂ７７２
Ｂ７７３
Ｂ７６３
Ｂ７８８
Ｂ７３８
Ａ３２０

高陵中学校 白金小学校

9／20回 0／18回

Ｂ７７２
Ｂ７７３
Ｂ７６３
Ｂ７８８
Ｂ７３８
Ａ３２０

9／19回
1／2回

36／39回
19／19回
93／93回
4／18回

1／11回
0 ／0回
8／24回
12／13回
34／49回
1／11回

45%

全機体 162／190回 85% 56／108回

39／39回

0%

割合 割合

95% 6%
100% 0%
100%

中型
3%

100% 21%
100% 18%

大きさ

小型

大きさ

大型

小型

100%
100%
22%

割合

9%

やすらぎ会館
機体

推計平均値超
／騒音発生回数

推計平均値超
／騒音発生回数

18／19回 1／18回
2／2回 0／2回

78%
100%
100%
100%
100%

9%
-

33%
92%
69%

割合

37%

47%
50%
92%

推計平均値超
／騒音発生回数

推計平均値超
／騒音発生回数

推計平均値超
／騒音発生回数 割合

西麻布いきいきプラザ、高陵中学校においては、Ａ３２０を除く５機体が全測定日
で推計平均値を超えていた。

各地点において、６機体全体の推計平均値を超えた日数を割合で表すと、高陵中学
校 ９５％、西麻布いきいきプラザ ９２％、青南いきいきプラザ ７６％、やすらぎ
会館 ５５％、白金小学校 ８％で高陵中学校が最も多く観測された。

　各地点において、実測値が推計平均値を超えた回数及び割合を表５－４に示す。

西麻布いきいきプラザ青南いきいきプラザ

中型

大型

9月11日 67.2 65.8 68.5 66.7 70.1 -

測定日
（南風運用）

実測平均値［ｄＢ］
小型機 中型機 大型機

Ｂ７３８ Ａ３２０ Ｂ７６３ Ｂ７８８ Ｂ７７２ Ｂ７７３
9月10日 67.2 66.9 69.9 67.7 70.4 -

9月17日 66.5 67.2 68.1 69.2 71.1 -
9月18日 66.6 65.0 68.3 67.0 70.7 -
9月28日 69.1 67.9 69.2 67.9 72.7 -
10月2日 66.8 67.4 68.4 69.1 69.8 69.6
10月4日 67.1 66.7 68.0 67.8 70.2 70.5

推計平均値超
／測定日数

1／7 0／7 0／7 2／7 0／7 0／2
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６ その他就航状況等
（１） 風向別の運航割合

（２） 就航率

表6-1

※羽田公式HP記載のフライト情報より算出

※測定期間中（３１日間）の合計

（３） 羽田就航機大きさ割合

図6-1 図6-2

国土交通省が示している過去３年間の南風運用割合（※）は、９月は３０％、１０月
は１１％であるのに対し、本測定においては、９月は２４％（５／２１日）と少なく、
１０月は２０％（２／１０日）と多い結果となった。
※過去３年間の南風運用割合は国土交通省発行『羽田空港のこれから』を参照

　羽田空港到着便における就航率について集計した結果を表６－１に示す。

　本測定期間中における羽田空港への到着便予定数は、国内線、国際線を合わせて
２２，３４９回であったのに対し、着陸数は１０，８９９回であり、就航率は４８．
８％であった。
　本結果は新型コロナウイルスの影響によるものであり、国際線においては就航率
１１．１％とより顕著に現れた。

　本測定期間中における羽田空港Ｃ滑走路着陸機の大きさ割合を図６－１に示す。
　また、２月に実施された実機飛行確認時における同割合を図６－２に示す。

本測定期間中における羽田空港Ｃ滑走路着陸機の大きさ割合は、大型機１１．
９％、中型機２３．４％、小型機６４．７％であった。

新型コロナウイルスの影響により、旅客者数が減少していることから、通常運行時
に比べ、大型機の割合が少なくなり、小型機の割合が多くなった。

就航率
国内線 18,120 10,429 7,691 57.6%
国際線 4,229 470 3,759 11.1%
合計 22,349 10,899 11,450 48.8%

予定 着陸数 欠航

小型機,64.7%
中型機,23.4%

大型機,11.9%

羽田就航機大きさ割合

小型機,53.0%

中型機,25.7%

大型機,21.3%

羽田就航機大きさ割合

※参考（2月実機飛行確認時）
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（４） 羽田就航機大きさ別機体割合

図6-3 図6-4

図6-5

本測定期間中における羽田空港Ｃ滑走路着陸機の大きさ別機体割合を図６－３、図６
－４、図６－５に示す。

本測定期間中における羽田空港Ｃ滑走路着陸機の大きさ別機体割合は、大型機でＢ
７７２が５４．３％で最も多かった。同様に、中型機ではＢ７６３が５８．０％、小
型機ではＢ７３８が６０．７％と最も多かった。

B772,54.3%
A359,37.1%

B773,5.7%
B77L,2.9%

大型機割合

B763,58.0%
B788,27.5%

B789,14.5%

中型機割合

B738,60.7%

A320,10.5%

A20N,9.9%

A21N,8.9%

B737,3.7%

A321,1.6%
B350,1.0%

その他,3.7%

小型機割合
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７ まとめ
（１） 航空機騒音評価値

（２） 地点別測定結果

表7-1

※高度はＣ滑走路着陸機の平均高度

（３） 国土交通省公表値との比較分析

（４） その他就航状況等

（５） 本測定結果での留意点

　本測定期間中における羽田空港への到着便予定数は、国内線、国際線を合わせて
２２，３４９回であったのに対し、着陸数は１０，８９９回であり、就航率は４８．
８％であった。

また、羽田空港Ｃ滑走路着陸機の大きさ割合は、大型機１１．９％、中型機２３．
４％、小型機６４．７％であった。通常運行時の割合と比べると、小型機の割合が多
く、大型機の割合が少ない結果となった。

各地点におけるＬｄｅｎの値は、南風運用が行われた７日間を通じた平均値で４６．
８ｄＢ～５２．３ｄＢとなり、環境基準値内の値となった。

また、航空機ＬＡｅｑ，４ｈについては、同７日間を通じた平均値で、５２．３ｄＢ
～５５．４ｄＢとなった。

青南いきいきプラザ

やすらぎ会館

西麻布いきいきプラザ

高陵中学校

白金小学校

調査地点
［ｆｔ］

2,482

2,380

2,310

2,259

1,778

高度

［ｍ］

757

726

704

688

542

最大値 平均値

73.4 67.5 73.4 67.7 67.8 64.1 298 265 33

75.4 75.4

本測定における実測値の最大値は、高陵中学校の８０．４ｄＢであり、騒音発生源は
大型機のＢ７７２であった。

全体の実測平均値は、西麻布いきいきプラザが最も高く、７０．２ｄＢとなり、最も
低かった地点は、やすらぎ会館及び白金小学校の６７．５ｄＢであった。Ａ滑走路着陸
機を除くと実測平均値は、飛行経路に近く、且つ羽田空港に近づく（平均高度の低下）
に連れて高い値となった。値としては、高陵中学校の７０．３ｄＢ、続いて西麻布いき
いきプラザの７０．２ｄＢ、そして青南いきいきプラザの６９．０ｄＢとなった。

やすらぎ会館及び白金小学校については、両滑走路着陸機の飛行経路から離れている
ため、他の３地点に比べて、実測平均値は低い値となった。

国土交通省が公表している推計平均値と本測定における実測平均値を６機体（大型、
中型、小型で各２機体）で比較した結果、白金小学校を除く各地点において、多くの機
体で推計平均値超えが確認され、西麻布いきいきプラザでは６機体全てが、高陵中学校
では５機体が推計平均値を超えていた。

白金小学校においては、着陸経路から離れていることもあり、全ての機体で推計平均
値を下回っていた。

現在は新型コロナウイルスの影響により、通常より便数が少なく、且つ乗客数減少に
伴う小型機の割合が多くなっている。本測定結果はこれらの状況下での結果であること
に留意する必要がある。

　南風運用時の羽田空港着陸機を対象とした地点毎の測定結果を表７－１に示す。

75.6 69.0 75.6 69.0 61.3 60.0 256 254 2

72.5 67.5 72.5 67.5 - -

実測値［ｄＢ］ 騒音発生回数［回］

全体 Ｃ滑走路着陸機 Ａ滑走路着陸機
全体

Ｃ滑走路
着陸機

Ａ滑走路
着陸機最大値 平均値 最大値 平均値

70.2 70.2

80.4 70.1 80.4 70.3 63.1 60.5 296 286 10

- - 261 261 0

144 144 0
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